
様式

Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和７年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

目的

事業概要

主要施設

名称

指定期間

募集方法

指定単位

（１）統括管理
業務

業務の範囲

３　評価単位

項　目

統括管理業務、施設・設備等の維持及び管理に関する業務、施設における事業計画及び実施に関する業務

施設数：１

複数施設を一括評価の場合、その理由：

生活介護事業

活動室５室、食堂、ホール、職員室、更衣室、シャワー室、相談室、厨房、便所等

２　指定管理者

社会福祉法人　北海道社会福祉事業団

令和5年4月1日～令和10年3月31日

非公募

非公募の場合、その理由：管理期間中の管理が良好に行われていると認められたことから、札幌市福祉施設
条例第１３条第２項の規定に基づき非公募とした。

指定管理者評価シート

事業名 第二かしわ学園管理業務 所管課（電話番号） 保）障がい保健福祉部障がい福祉課（211-2938）

１　施設の概要

名称 札幌市豊平区平岸４条18丁目１－37札幌市第二かしわ学園 所在地

開設時期 昭和42年１月（平成26年４月に現在地に移転） 延床面積 742.56㎡

主に知的障がい者に対し、作業・日常生活・文化レクリエーション活動を行うことにより、日々の生活の充実と
ともに、社会自立できるよう援助する。

施設数：１

複数施設を一括指定の場合、その理由：

▽　管理運営に係る基本方針の策定
・さっぽろ障がい者プラン2024と第二かしわ学園の設置目的
をもとに、当法人が長年培ってきた支援ノウハウをいかし管
理運営に係る基本方針を策定した。

・利用者・家族の信頼を得る
ことを念頭において、利用者
が学園の活動を通して、より
充実した日々の生活を送り、
地域での生活が継続され社
会自立に繋がるよう事業活
動に努めた。

・基本方針に則り、
適正に管理運営が
なされている。
・利用者、家族との
懇談会を年３回実
施することにより、
利用者の個々の
ニーズの的確な把
握に努めている点
は評価できる。ま
た、要望により試
食会を再開してい
る点も評価できる。

・さっぽろ障がい者プラン2024に掲げられている障がい者等
の自己決定の尊重と意思決定の支援を理念に、利用者の
個々のニーズに応じた良質なサービスを提供する観点から
サービスの質の確保・向上や支援内容の適正化をもとに、学
園の設置目的である「作業・日常生活・文化レクリエーション
活動等を行うことにより、日々の生活の充実とともに、社会的
自立を促すこと」を目指した。

・利用者の自己決定の尊
重と意思決定支援に基づ
き、利用者も個別支援計
画会議に参加し、個別支
援計画を作成し支援を行
い、利用者の日常生活能
力、社会生活能力、働く意
欲と技能、自立能力の育
成と向上を図るため、作
業、体育、レク活動や外で
の活動を積極的に取り入
れ、様々な体験を通して
日々の生活の充実に繋が
るよう努めた。

・定員50名に対し、支援
サービスの充実、運営体
制を確立するために生活
支援員を27名体制で行っ
ている。

・利用者が地域で自立した生活を送ることができるよう、個別
支援計画をもとに利用者個々のニーズや特性に応じた支援
サービスを展開した。
ア　利用者の重度化に伴う、作業効率の低下
イ　利用者、家族の高齢化への対応
ウ　経済的不況による、安定した作業の確保
エ　潤いのある日中活動の実現
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▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者
の確保・配置、人材育成）

・法人本部と連携し、指揮命令系統の明確な組織体制のも
と、管理運営に必要な体制を整備し、支援の充実を図った。

・明確な組織体制による効
率的、効果的な運営管理
のもと、より充実した利用
者支援に努めた。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

・第二かしわ学園のサービスの利用を希望する方々が、公平
公正に支援が受けられるよう、利用者の基本的人権を尊重
するとともに、2014年に批准した「障がい者の権利宣言」等に
基づく諸権利に留意するよう職員に周知徹底した。
・法人の職員倫理綱領、第二かしわ学園における権利尊重
の指針（利用者の権利尊重と職員の行動規範）、第二かしわ
学園法令遵守マニュアルなどや、虐待防止責任者を配置し、
公平公正な管理運営を行った。

・第二かしわ学園権利尊
重の指針、法令遵守マ
ニュアルを徹底した。定例
の職員会議では法人の職
員倫理綱領の読み合わせ
を行い、職員の倫理研修
を定期的に行い、公平公
正な支援と学園の平等利
用を図ることができた。

・入退所委員会を設置し、入退所にかかわる相談内容の報告
や入退所の決定を行い平等利用に努めた。

・入退所委員会を開き、今
年度新たに1人の方が利
用された。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

・建物設備は省エネ及び環境に配慮されているが、さらに節
電、節約に努めた。また、ゴミの分別を的確に行い、リサイク
ルにも努めた。

・消灯やエアコンの操作を
こまめに行い、節水などの
省エネに努めた。ゴミの分
別徹底、古紙・アルミ缶の
リサイクルなどの減量化、
節水・節電やコピー用紙
の節約など省エネ対策に
ついて職員の理解や研修
を行うとともに札幌市より
エネルギー使用量の見え
る化を図り、省エネの意識
醸成に努めた。

・札幌市環境マネジメントシステムに基づき、各種資料を提出
した。

・札幌市環境マネジメント
システムに基づき、適切な
管理運営ができた。

・利用者や家族、地域住民の声を受けとめ、寄せられた声を
適切に反映し、期待に応えられるよう公共施設としての設置
目的にそった透明性の高い管理運営に努めた。

・利用者、家族に充分な話
し合い、個々のニーズが
確認できるよう、全体懇談
会3回（4月、12月、3月）
行っている。学園運営の
理解と関係性を深めること
が出来ている。令和６年度
に新型コロナウイルス関
係により中止したが、令和
７年度は家族からの要望
もあり、班別懇談会実施
時に給食試食会を行って
いる。班毎の状況やどの
ような給食を食べているか
試食してもらい、より利用
者の学園での状況を知っ
てもらう場面となった。ま
た、利用者（個別）懇談会
及び個別支援計画会議
（１月から3月にかけて）を
行っている。利用者本人
が参加し、自己決定と意
思尊重きをおき、個別支
援計画にも反映できるよう
写真や物を用意し工夫し
ながら作成している。地域
住民や家族代表が委員を
務める運営協議会を実施
し、運営状況等を説明、報
告を行うことで透明性の高
い運営に努めた。
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・関係機関へ学園だより（年２回）を送付し、学園の運営状況
などをお知らせした。

・学園だよりを広く関係機
関に送付し、学園運営の
理解を図った。

・札幌市自立支援協議会豊平地域部会運営委員会に委員と
して参加し、情報交換を行った。

・札幌市自立支援協議会
豊平地域部会では、豊平
区内の事業者との情報交
換、相談室などの関係構
築や連携ができ、支援の
充実に繋がった。また、研
修会や定例会などにも参
加している。

・専門業者に委託すること
により、効率的で的確な管
理運営を行うことができ
た。

・管理運営業務を円滑に行うため次の業務について第三者に
委託した。
ア　機械警備業務
　　毎月報告書の提出により警備状況を確認した。
イ　給食提供業務
　　管理栄養士を配置し、適正な給食提供に努めた。
ウ　ＧＨＰ保守点検業務
　　定期（年１回）点検報告書により設備状況を確認し
　　た。また、フィルター清掃は年２回行った。
エ　消防設備点検業務
　　定期（年２回）点検報告書により設備状況を確認し
　　た。また、点検結果報告書を消防署に提出している。
オ　除雪業務
　　毎回の報告書の提出により、除雪状況を確認した。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開
催）

開催日 協議・報告内容 ・運営協議会を設置し、運
営等に対する意見等を学
園運営に反映することで、
より良い学園運営ができ
た。

3月10日
１．令和7年度運営状況について
２．令和7年度利用者満足度のアンケート
調査結果について
３．虐待防止委員会

＜協議会メンバー＞

札幌市保健福祉局保健福祉部障がい福祉課運営指導
係長、他１名、札幌市豊平区南平岸地区民生委員児童
委員協議会会長、北海道札幌伏見支援学校もなみ学園
分校教頭、家族代表５名、第二かしわ学園長及び副学
園長

▽　管理水準の維持向上に向けた取組
・利用者支援の質の向上及び事故防止のため、各職員が把
握した利用者情報や家族とのやりとりを日々の打ち合わせ等
で全体確認し、共通の認識をもって支援が行われるよう努め
た。

・職員会議等で業務の点検と確認を行い、より効果的に利用
者支援ができるよう必要に応じて改善し、マニュアル化した。

・毎日の朝・夕の打ち合わ
せを行い、勤務時間が異
なるパート職員に対しても
別途打ち合わせ時間を設
定し、情報の共有に努め
た。また、日々の業務の中
で気がついた事柄、ヒヤリ
ハットを全職員で検討し、
事故防止に努め、改善を
図ることを常態化した。

・利用者個々のニーズや障がい特性に応じた支援サービスを
適切に提供することと、意思決定支援の観点から個別懇談会
及び個別支援計画会議を行い、利用者の方が参加し意思が
反映しながら個別支援計画を作成している。また、支援サー
ビスの質の向上のためケース検討会議、班会議を行った。

・職員が利用者に関する
思いを尊重し、情報を共有
しながら共通認識のもとで
支援することで一貫した支
援に繋がった。

・研修計画を作成し、職員研修を実施した。 ・年間研修計画を作成し、
法人研修（虐待防止、階
層別研修など）、施設内研
修でも虐待防止研修を行
い、身体拘束に関する研
修とリンクしながら実施し
ている。
また、障がいを理解する
研修や、強度行動障がい
支援者養成研修に参加す
るなど、支援サービスの向
上と改善に努めた。また、
個人情報に関する研修・
感染症対策や防災に関す
る研修も実施している。

・法人の人事考課制度を実施した。 ・人事考課制度を実施して
12年目となった。職員それ
ぞれの階層において目標
設定を図ることができ、個
人の意識向上に繋がっ
た。また、定期的に面談を
実施しながら、人材育成に
努めることができた。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、
備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

・清掃については、「第二かしわ学園施設清掃計画」を策定
し、年２回のワックスがけや大掃除等を計画的に実施した。

・仕様書に基づき、施設・
設備等の維持管理に努め
た。

・夜間等の警備は、警備業者に機械警備を委託した。

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

・時間外・休日労働に関する協定書、給与からの法定外控除に関す
る協定書、就業規則、給与規程など必要な労働関係法令を整備し
た。
・法人で行っているストレスチェックを実施し、職場環境の改善に努
めた。
・労働時間内の事故が発生した場合、職員全員に発生事例の共有
をし、原因究明と対応策、または今後の改善について職員全員で周
知・確認を行っている。
・法人で正規職員を雇用する際、非正規職員から希望を募り、登用
採用試験を実施し、正規職員に1名採用されている。

・法人本部と連携し、適切
に対応できた。また、職員
の労働時間管理をするた
め、タイムカードを導入し
ている。また、ストレスチ
エックの評価を職員全員
に周知し、傾向と対策の
確認をしている。

・仕様書に基づき、
適正に施設の維持
管理がなされてい
る。
・正規職員への転
換を積極的に進め
ている点は特に高
く評価できる。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への
配慮、連絡体制確保、保険加入） ・仕様書に基づき、

適正に施設の維持
管理がなされてい
る。

・利用者の障がい特性を
理解し、行動障がい等が
ある利用者には、本人、家
族と相談し個別支援計画
に身体拘束を記載した。ま
た、身体拘束は、身体拘
束の指針を職員皆で確認
し、「安全を確保するため
の身体拘束」を要する利
用者支援マニュアルに基
づき、職員間で共通対応
している。そのため、利用
者の安全を確保すること
ができた。その都度、家族
に報告している。
・ヒヤリハットを全職員で
共有することで、大きな事
故は発生しなかった。
・非常用携帯電話を所有
していることで、災害時や
どのようなときでも学園と
連絡できる体制は利用
者、家族の安心にも繋
がった。

・利用者の障がい特性を理解し、常に安全確保に努めた。
・行動障がい等がある利用者を対象として、本人、家族と相
談をもとに作成した「安全を確保するための身体拘束」を要す
る利用者支援マニュアルにより、適切に対応し安全確保に努
めた。このマニュアルは職員全員に確認、または必要な場合
は見直し変更を行い、年度当初に会議を開いて周知してい
る。

・ハード面では特に施錠に留意し、施設建物からの飛び出し
等所在不明がおきないように努めた。

・施設賠償保険は、仕様書に適合したものに加入してい
る。
　
・災害時の非常時に使用できるよう非常用携帯電話所有し体
制を整えている。利用者等、職員からの連絡あが必要な場合
の連絡体制として活用することができた。

・家庭での不慮の事故を未然に防ぐため、学園独自の「安心
気づきネット」を整備し、地域生活をサポートする体制を維持
した。

・苦情の対応は、第二かしわ学園苦情解決取扱要綱により
行った。

・令和7年度は、受付をし
た苦情はなかった。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリング
の実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の
実施）

・利用者満足度調査の回答率は96％であり、仕様書の要求
水準の80％以上の回答率を達成した。

・今後も利用者満足度調
査を継続して行い、学園
運営の参考にする。さらに
利用者及び家族に喜ばれ
るサービスの提供に努め
ていく。

・総合満足度は100％であり、仕様書の要求水準である80％
を上回る高い評価をいただいた。

・札幌市の財務・業務検査で、札幌市が行った事業評価について施
設内に掲示していなかったため指摘事項となっている。しかし、すぐ
に掲示し改善している。それ以外の指摘事項はなく適正に執行して
いると認められた。
・札幌市への報告として、毎月第二かしわ学園利用状況報告を提出
した。

・今後も各規定に定めると
おりの適切な運営に努め
ていく。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）
・資金管理については、法人の会計監査人による監査を受け
た。
・現金等の取扱は法人の経理規程及び第二かしわ学園現金
取扱規程により行った。

・法人の監査により、適正
に資金・現金の管理を
行った。

▽　要望・苦情対応
・要望への対応としては、毎日の連絡帳や家族との全体懇談
会及び個別懇談会などでいつでも相談できる体制を整備し
た。

・利用者個々に担当がお
り、いつでも連絡帳や電話
連絡で要望などを相談で
きる体制を維持した。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　▽　定員の充足
・利用者のニーズに即した事業活動の充実を図るとともに、
利用者・家族との信頼関係の構築に努め、利用者の登園率
の向上に努めた。また、養護学校卒業生の確保に向けて実
習生の受け入れを図るとともに、学園利用の希望を持つ家族
の問い合わせや相談支援事業者等の関係機関との情報交
換を行い対応した。

・４月に新規利用者1人が
入所し、全体的に利用率
が上がり、１日平均の利用
者数は前年度42.5人から
44.0人に増している。

▽　研修体制の充実

（4）事業の計
画・実施業務

・利用者満足度調査では
総合満足度100%を達成
し、事業運営に高い評価
をいただいた。

・利用者個々人の
適正に応じたきめ
細かい配慮により
サービスが提供さ
れている点は評価
できる。
・賃金の平均が最
高額を更新したこ
となど、利用者の
意欲を向上させる
取り組みについて
は評価できる。

・地域生活を支援する通所の生活介護事業所として、多様
化・重度化している上に、障がい状況と利用者、家族の高齢
化を踏まえ、一人ひとりへの支援体制を強化し、個別支援機
能の充実を図った。また、利用者の人権尊重と利用者本位の
サービス提供に努めるとともに、利用者、家族、札幌市との連
携を密にして円滑な事業及び施設運営に努めた。送迎サー
ビスは希望者が多く、約８割の方が送迎車を利用した。

・利用者の意思を尊重し、
家族の理解を得ながら事
業計画どおりに行うことが
出来、一人ひとりへの支
援体制の強化と個別支援
機能の充実に努めた。

▽　日中活動の充実
・生産的、創作的作業活動の機会の提供に加え、班活動、体
育活動、レク活動、外出・外食活動等の日中活動の充実に努
めた。また、日常生活を営む上で必要な食後の歯磨き、身辺
処理、日々の健康管理、毎月の体重測定、検診車によるレン
トゲン検査を含めた健康診断、嘱託医による内科検診等利用
者の健康管理に努めた。さらに、余暇時間を利用してダンス
や玉入れ、パズル等の趣味的な援助も行い、生活の張りや
生きがいに通じるよう活動の充実を図ることができた。

・生産的活動は、木製品
玩具磨き、うに箱底板作
り、封筒の丁合作業（元気
ジョブより）と、今年度より
補装具の部品作りの外注
作業を行っている。アルミ
缶を洗って潰すアルミ缶作
業と農耕を継続して行って
いる。木製品玩具磨きは
定期的に受注があり安定
していた。アルミ缶につい
ても回収量は変わらず安
定している。農作物や紙
すきなどの工芸品の作業
で作った作品（ティシュ
ケースやビーズ、組ひもな
ど）を学園祭で販売し売り
上げに繋がっている。その
ため、今年度の作業収入
は過去最高の収入に繋が
り、初めて賃金の一か月
平均が1,000円を超えてい
る。利用者の働く意欲と作
業活動の提供に努めてる
ことが出来ている。また、
体育活動、レク活動、外
出・外食活動は、コロナ禍
前の活動内容に戻したこ
ともあり、利用者満足度調
査で100%をいただいた。
健康管理について、検診
車によるレントゲン検査を
含めた健康診断と嘱託医
による内科検診を実施し
ている。

・法令等に基づき、消防設
備保守点検などを行った。

・学園の設置目的である「作業・日常生活・文化レクリエーショ
ン活動などを通して日々の生活の充実とともに社会自立の促
進」を図ることを目指し、事業計画を作成し実施した。

▽　支援体制の充実

・施設等全般について破損、故障等が発生した場合は速やか
に修繕を行った。
・駐車場利用者が安全、円滑に駐車場を使用することができ
るよう管理した。
・敷地内の外構、緑地について美観の保持、利用者の安全、
防犯及び近隣への配慮のため、適切な維持管理を行った。
・消防設備等の保守点検は、専門業者に委託し適切に管理し
た。

▽　防災
・消防計画、防災計画を整備し、毎月自主訓練を行った。そ
の中で避難訓練、通報訓練、消火訓練、地震時の訓練などを
行った。また、地震・風水害BCPを作成している。
・北海道胆振東部地震により、通所施設ではあるが非常時の
食料備蓄（１日分）を用意し、非常用携帯電話、通信機器の
バッテリーなどの備えをしている。

毎月、訓練を繰り返し行う
ことで、有事の際に利用
者・職員が速やかに避難
できるよう備えた。また、
地震・風水害BCPを作成
し、職員に対して防災研修
等で周知・確認を行ってい
る。北海道胆振東部地震
により、緊急時用の備えを
行い、総合訓練時には、
非常食を知り食し、非常事
態の意識向上に努めた。
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様式

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・各種広報媒体を
利用した活動は評
価できる。

調査期間

調査方法

１日平均利用者数 42．5人

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等
　・市内業者、福祉施設から作業の受注を受けるほか、物品の購入
　等は市内業者に発注した。

▽　引継ぎ業務
（指定管理期間のため該当しない）

２　自主事業その他
▽　自主事業
　（協定書により自主事業は行えない） ・適正に事業を実

施している。

44．0人 103．5％

▽　不承認 ０件、　取消し ０件、　減免 ０件、　還付 ０件
・該当なし
▽　利用促進の取組

・高い利用率を維
持している点は評
価できる。
・特別支援学校の
実習受入れや施設
見学などを積極的
に行っている点は
評価できる。・支援学校2校から、1人の実習生の受け入れを行った。ま

た、学園利用希望を持つ家族の問い合わせにも対応し、相談
室の問い合わせによる施設見学も受け入れている。利用者
家族の高齢に伴い、短期入所の利用を行いながら現在の生
活が出来る限り継続出来るよう相談支援事業所との連携を
図っている。

・新年度の新規利用者は1
人入所している。利用率
は88.0%であった。また、実
習の受け入れを行ってお
り、来年度新規利用者の
受け入れに繋がっている。

（6）付随業務
・北海道社会福祉事業団のホームページで、札幌市第二かし
わ学園の最新の状況を提供できるよう毎月更新した。学園広
報誌の学園だよりを年2回発行し、関係機関へ学園の運営状
況について広くお知らせした。
・第二かしわ学園のパンフレットを毎年作り替え、利用者や家
族、関係機関へ配布した。
・利用者、家族に学園通信を毎月発行し、タイムリーな情報を
きめ細かにお知らせした。

・積極的に広報活動を行う
ことで、学園の運営状況
等が関係機関や利用者や
家族の理解につながっ
た。

（5）施設利用
に関する業務

開所日

延べ利用者数

244日 243日 1日
10，374人 10，696人 102．5％

▽　利用件数等
R6実績 R6実績 増減

 ・年間研修計画に基づき、法人の階層別職員研修を含め、
施設外研修会の参加と内部研修を積極的に行い、支援サー
ビスの向上と改善に努めた。

・年間研修計画に基づき、
法人研修の虐待防止研修
や階層別研修、施設内研
修においても虐待防止研
修と身体拘束に関する研
修を実施している。また、
強度行動障害を有する利
用者が多いため、強度行
動障害を有する支援者研
修にも参加している。他に
は新人職員研修を始め、
防災研修（BCPについて
も）、感染症対策研修や環
境関係、個人情報に関す
る研修の他に法人内の施
設ではあったがコロナ禍で
は出来なかった施設見学
を実施している。計8回、
215人の研修を行った。施
設外研修も14回27人が参
加することが出来た。

・市内業者をできるだけ利
用した。

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

令和7年12月5日～令和7年12月19日 ・要求水準を10％
以上超える満足度
であり、特に高く評
価できる。

各家庭にアンケート用紙を配布（原則無記名
だが、回答者の判断で記名を依頼）

①個別支援計画の内容について

②作業活動、生活活動、体育活動などの状況について

　 満足100％（前年度100％）、普通0％（前年度0％）、
   不満0％（前年度0％）

　前年度と同様である。利用者、家族の意向が個別支援計
画に反映できるよう努めた評価であると思われる。

実施方
法

対象者

回答者数

結果概
要

利用者・家族　55名（前年度52名）

50名　回答率90％　（前年度50名、回答率
96％）

・回答率は90%で要求水準
80%以上を大きく上回って
いる。

・仕様書で80％以上の水
準が求められている総合
満足度は、100％の評価を
いただいた。

・９つの質問項目全てにお
いて98%以上の評価をいた
だいた。今後、より一層利
用者支援に努め、更なる
サービスの向上を目指し
ていく。

　 満足100％（前年度100％）、普通0％（前年度0％）、
   不満0％（前年度0％）

　前年度と同様である。作業の賃金増や活動内容に満足し
ていただけた評価であると思われる。

③職員の接遇に関して

　 満足100％（前年度100％）、普通0％（前年度
 　0％）、不満0％（前年度0％）

　 前年度と同様に高い評価をいただいた。
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様式

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ▽　収支 （千円）

R7年度決算 差（決算-計画）

11,072

自主事業支出 0

支出 147,836 145,888 ▲ 1,948

指定管理業務支出 147,476 145,186 ▲ 2,290

生産活動事業支出 360 702 342

その他 5,336 6,988 1,652

生産活動事業収入 360 702 342

自主事業収入 0

指定管理費 0

給付費 144,670 153,748 9,078

利用料金 0

・様々な事に迅速丁寧に対応して頂きありがとうございま
す。
・職員の方々はいつもこまかな所までお世話になってあ
りがとうございます。今年は本人のうつ病が軽くても多く
出ている時があり不安定でした。でも、そのつど相談に
のっていただき対応をしてくれありがとうございました。こ
れからもよろしくお願いします。
・今年は班懇談のあとの給食試食会に久しぶりに参加す
ることができ、おいしい給食をいただくことができました。
ありがとうございました。この会を長く続けていただくため
にも、参加者からは代金を徴収してもいいのではないか
と考えました。参加が少人数で徴収額も多くはないと思
いますが、物価高騰の折、少しでも学園に還元させてい
ただきたいです。
・いつもいろいろなイベントや行事があり息子も楽しく過
ごしています。特に外食はお楽しみのようです。
・毎日大好きな職員に会う事を楽しみに通園しています。
これからも変わらず明るく伸び伸びとした清潔感のある
学園であって欲しいです。これからもよろしくお願いいた
します。
・今後も子供が楽しく登園できる様な工夫をしていただけ
るとうれしいです。
・いつも温かい関わりをありがとうございます。学園での
行事等もとても充実していて本人もとても楽しく通所して
います。スタッフの皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。

４　収支状況

項目

収入 150,366 161,438

160,736 10,730

R7年度計画

指定管理業務収入 150,006

・新規利用者が１人入り、
計画より登園率も上がっ
ている。また、重度支援加
算を年度途中から取得し
たことにより増収に繋が
り、黒字となっている。

・計画を上回る収
益となっており、安
定的な運営が図ら
れている。
・支援力を上げて
新規加算を取得す
るなど、積極的な
姿勢がみられ、計
画より増収できたこ
とは高く評価でき
る。

⑦施設は清潔に保たれているか

　 満足98％（前年度98％）、普通2％（前年度0％）、
   不満0％（前年度0％）

　 満足度は前年度と同様である。今後も利用者に清潔な
環境を提供するため努めていく。

⑧事故防止など、安全管理の取り組みや対応につい
　 て

　 満足100％（前年度100％）、普通0％（前年度0％）、
   不満0％（前年度0％）

　 前年度と同様に高い評価をいただいた。。今後も事故防
止や安全管理に努めていく。

⑨当施設の総合的な満足度について

　 満足100％（前年度100％）、普通0％（前年度0％）、
   不満0％（前年度0％）

   前年度と同様に高い評価をいただいた。より一層利用者
の皆さまの生活の充実に努めていく。

利用者
からの意
見・要望
とその対
応

④職員は乱暴な言動や体罰等することなく対応してい
　 ると感じますか

　 満足100％（前年度100％）、普通0％（前年度
 　0％）、不満0％（前年度0％）

　 前年度と同様に高い評価をいただいた。

⑤職員対応の公平について

　 満足100％（前年度100％）、普通0％（前年度0％）、
   不満0％（前年度0％）

　 前年度と同様に高い評価をいただいた。

⑥相談などの職員対応について

　 満足100％（前年度100％）、普通0％（前年度
 　0％）、不満0％（前年度％）

　 前年度と同様に高い評価をいただいた。

7



様式

Ⅲ　総合評価

適 不適

・各条例を順守し、
適正に対応してい
る。

純利益 2,530

▽　説明

・収入は、当初利用者の登園率を43.0人と予定していた。新規利用者が
１人増えたが、家族の高齢に伴い、短期入所を利用しながら現在の生
活を継続するために定期的に欠席する場面が予測されたためである。
（前年度の登園率は42.5人であったため0.5人増し、43.0人予定とした。）
しかし、行事や外出活動等への参加率が上がり、登園率が44.0人で
あった。また、強度行動障がい支援者養成研修を受講した職員の確保
が出来たため、年度途中から重度支援加算を取得したことにより、黒字
となっている。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持

法人税等 0 0 0

15,550 13,020

・様々な活動を実施して、登園率の向上を実現している
点について、特に高く評価できる。
・また、利用者アンケートの高い回収率や高評価を維持し
ていることは、要求水準を大きく上回っており高く評価で
きる。
・職員体制の強化や、専門的知識を有する職員の配置な
ど、積極的に支援力を向上している点も評価できる。

利用者や家族の要望に応えながら引き続き処遇の改善に努めてい
ただきたい。

総合評価 来年度以降の重点取組事項

・第二かしわ学園の指定管理期間16年目に入り、今ま
での実績を踏まえ、利用者・家族、地域の皆さまの信頼
を得ることを念頭におき、「作業・日常生活・文化レク
レーション活動を行うことにより、日々の生活の充実と
ともに、社会自立を促すこと」設置目的の成果を上げる
ため、適正な管理運営に努めた。

・第二かしわ学園の指定管理期間17年目に入る。今までの実績を
踏まえ、これからも福祉サービスの更なる充実を目指し、適正な管
理運営に努めていく。

・今年度も利用者の意思尊重と自己決定に配慮しなが
ら、学園生活を楽しいと思ってくださるよう、一人ひとり
を大切にする支援に努めている。　また、活動について
も作業を中心にレクリエーション活動、体育活動、班活
動や外出活動等に活動の幅が出来るよう努め、特に作
業収入については少ないものの過去最高の収入とな
り、作業への励みに繋がったと思われる。
・今年度の新規利用者は1人入所している。しかし、平
均利用率は昨年の42.5人から44.0人となり、1.5人増し
登園率が上がっている。学園の活動に参加したいと
思ってくれる表れではないかと思い、それが利用者満
足度調査の総合的満足度100％に繋がったと考えられ
る。
・この16年間の間に入所された利用者は重度の方が多
い状況である。そのため、人員配置体制加算Ⅰ(1.5:1)
を取得し、職員体制を手厚くし、職員の資質向上に向け
て重度支援にも力を入れ、強度行動障がい等の研修に
参加し、教育を行いながら今まで以上に職員の支援力
の向上に努めた。
・利用者、家族との信頼関係と札幌市の理解と協力の
もと地域住民の声を受け止め、札幌市の公共施設とし
て透明性の高い管理運営に努めた。

・札幌市第二かしわ学園は「作業・日常生活・文化レクリエーション
活動を行うことにより、日々の生活の充実とともに、社会的自立を促
すこと」を設置目的として学園運営をしていく。この設置目的の成果
を上げることを目標に、利用者の日常生活能力、社会生活能力、働
く意欲と技能、自立能力の育成と向上に努め、意思を尊重し利用者
の自己決定の尊重及び意思決定支援に配慮しながら、利用者が充
実した地域生活が送れるよう個別支援計画に基づき、きめ細やかに
一人ひとりの障がい等の状況に応じた作業・日常生活・文化レクリ
エーション活動の支援を提供していく。そして、利用者のニーズや特
性に応じて、一人ひとりを大切にした福祉を目指した利用者支援に
努める。来年度新規利用者１人が入所予定である。現在、利用者は
重度化傾向にあり支援を要する方が多くなっている。また、利用者・
家族の加齢に伴い家族構成も変化しており、利用者及び家族の思
いを受け止め寄り添い、ともに生きていくためにどのような支援が必
要なのかを考え、更なる支援体制の充実を目指すためにも職員支
援力を高め、重度支援に重きを置き、安心して学園に通っていただ
けるよう努めていく。また、定員の充足について、更なる利用率の向
上と運営体制の確立に努め、より質の高い施設を目指していくととも
に、収支の安定化に努めていく。
・利用者、家族の皆様から信頼される施設運営が進められるよう、
利用者満足度調査や専門機関の客観的な評価をいただきながら、
札幌市との連携を図り、円滑な事業及び運営に努めていく。

・当法人は一体的に福祉サービスを提供しており、財政状況は安定し
ていた。

・安定した運営を保
持している。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例
及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

適 不適

・各条例の規定に則り、全て適切に対応した。また、入札にあたって
は入札参加資格に暴力団の排除を明示し適切に対応した。

【指定管理者の自己評価】

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

収入-支出 2,530 15,550 13,020

利益還元 0 0 0
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